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入門時は小さな声しか出せなかった子どもも、
大きなかけ声でリーダーを務められるように 

バランスボールなども使って、
体の柔軟性を高める 

ぴんと伸びた姿勢。稽古
を前に黙想 

　「脚下照顧（きゃっかしょうこ）とは、武道において基本となる考え」と
話すのは、３７年の歴史がある三松禪寺道場の道場長・田中利明さん。元
気な声で挨拶をすることはもちろん、１人でも脱いだ靴がそろっていな
ければ、稽古は始まりません。「足元が乱れていては心も乱れる。また、
人の靴が乱れていたら、そろえてあげる気持ちを忘れてはいけない」と

厳しく教えています。 
　合気道は、勝敗が決まる格闘技
ではないため、自分との戦いでも
ある難しい競技。また、組む相手と気持ちをあわせなければいけません。入門当初
はぎこちない動きだった子どもも、焦らずじっくり稽古を積み重ねることで、息のあ
った滑らかな動きができるように成長するそうです。 
　「運動神経は人それぞれ。合気道では、体力・持続力、そして人を思いやる気持ち
を身につけてもらえれば」と田中さん。また、危険な目に逢ったときに、「とっさの
判断で逃げる勇気、大きな声をだせる自信を道場で学んでほしい」と話します。 

心に尊敬・感謝・忍耐を 

極真会館秦道場

大きな声で気合を入れる 

　奈良県に道場を開いて２
３年目を迎え、県下２７カ所
の道場をもつ極真会館奈
良支部。そのパイオニアで
ある支部長で師範の秦貴
典さんは、「私たちの願い
は子どもたちに夢を与え
ること」と語ります。まず
は強さに裏打ちされた優しさ、そこから生まれる自信や思いやりや感謝の
気持ち。大人になった時にそれが生きてくれば嬉しいそうです。 
　そのためには、「大人自身が手本とならねばならない」と秦さん。また、
子どもにいろいろ習い事をさせても結局何も続かないという人もいるけ
れど、「１つの道を究めるには最低でも、小さな子どもなら１０年。大人なら
一生を賭けるつもりで修業してほしい」と願っています。 
　稽古中は、少年部でさえピリッとした空気が漂い、何度も檄（げき）が飛び、
「押忍！」の返事が返ります。尊敬・感謝・忍耐の三本柱を軸として、日々の
稽古に師範や指導員が心魂を注いで説いて聞かせています。秦さんは、「稽
古が終わった後の子どもの表情が皆生き生きとして、本当にこの仕事の醍
醐味を感じる」と話します。 

　「小さい子どもには、命を守る大切さを知っ
てほしい」と話すのは、少林寺拳法奈良尼ヶ辻
道院道院長の野村裕さん（５９）。子どもを巻き
込む犯罪が増えている時代背景のためか、近ご
ろ少林寺拳法に関心を寄せる人が増えている
そうです。いじめに負けたり、犯罪の犠牲にな
らないために、「まずは強くなって自分の身を
自分で守ることが大切」と野村さん。修行によ
って護身術や

忍耐力を磨き、何事にも負けない精神的な強さを養います。 
　小学１年生の娘と一緒に入門したお母さんは、「体を動か
すことをさせたいと思い習わせ始めたが、きちんと挨拶もで
きるようになった。先生が厳しくしかってくれるのでありがた
い」と満足気。少林寺拳法は、全国どの道場でも同じシステ
ムで修行していくので、転勤や引越しても継続して習いや
すいのが特徴。県内にも６０近い道場があり、校区別に子ども
たちが学んでいます。 

　「身心共に強く成長していく子どもたちの姿を見るのが何よりうれしい」
と話すのは、極真館奈良県支部支部長の市川雅也さん（２８）。入門当初
は引っ込み思案だった子どもが、家や学校で自信を持って発言できるよ
うになったという保護者からの朗報もしばしば。「誰かと比べるのではな
く、敵は自分の中にある。自分の目標に向かって歩んで
いける自信をつけてもらいたい」と指導にも力が入り
ます。 
　極真カラテの特色である組み手の練習では、体と体
が接触するため、プロテクターを着けて行います。一見
過激なようですが、大ケガをしないよう防御から学びま
す。「自分の体で痛みを知ることで、人の痛みを知るこ
とができる」と市川さん。強くなりたいと２年前に入門
した小学校４年生の女の子は、「厳しいと思うこともあ
るけれど、仲間と一緒に稽古できて楽しい」と、汗をか

きながら、懸命に練
習をしていました。 

 
 

忍耐力・精神力を鍛える 

少林寺拳法

進化した空手を学べる 

正道会館

空手で身心共に成長を 

極真館市川道場

自分磨き・自己研鑽の場 

合気道

構えてポーズ。子どもながらに様になる 

　「押忍！よろしくお願いします」の挨
拶で始まる稽古。正座をして黙想する
姿は、小さな子どもながらりりしさがあ
ります。正道会館奈良支部長の西尾直
さん（３６）は、「最初の一歩が踏み出し
やすいように、道場に来るのが楽しくて
仕方がないように、常に心がけている」

と話す、空手の指導者と保育園・幼稚園の二足のわらじを履く指導者です。 
　同会館は、しごきや過酷な稽古の強制が一切なく安全に最大限配慮した進化
したカラテです。幼年から一般、選手、Ｋ－１まで幅広いクラス設定を用意してい
ます。県下１６道場では、正道カラテを通じて、青少年の健全育成を目指し、稽古
で養った強い肉体、忍耐力、精神力をもった人間を社会、学校、家庭に還元する
ことを目標として日々汗を流しています。 
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段階別に型の練習を学ぶ 

手をつかまれたときの上手な逃げ方の練習 

基本練習中も表情は真剣そのもの 

東洋一と言われる達磨大師の画に見守られ
ながら稽古に励む三松禪寺道場 
 

第４回合気道演武大会。子どもたち
の声が響き渡る 
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